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特別医療費支給事業������� 3,037万円
長寿社会づくりソフト事業�����648万円
シルバー人材センター運営補助事業� 68万円

若桜鉄道対策事業�������� 6,467万円
バス運行事業���������� 2,516万円
移住定住促進事業���������841万円
自治会等振興事業（村づくり交付金等） �340万円

有害鳥獣駆除対策（獣肉処理施設設置費等） � 3,935万円
森林整備事業���������� 3,024万円
緑の産業再生プロジェクト事業�� 1,400万円

小学校管理費（校舎解体事業等） � 9,656万円
その他体育施設管理（旧若桜小学校体育館） � 2,969万円
公民館管理費���������� 1,284万円
適応指導教室運営事業�������125万円

民
生
費

非常備消防費（消防車輌購入等） � 3,049万円
防災行政無線事業���������359万円
災害対策事業�����������317万円

氷ノ山集客促進事業������� 3,143万円
商工振興事業���������� 2,945万円
観光事業費����������� 1,770万円

塵芥処理対策事業�������� 6,428万円
予防費（インフルエンザ・定期予防接種等） � 1,188万円

町道新設改良事業�������� 4,833万円
道路維持費����������� 2,418万円
町営住宅管理事業���������891万円

総
務
費

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

消
防
費

商
工
費

土
木
費 教

育
費

一
般
会
計　

歳
入
に
つ
い
て

町
税
等

・
町
税
等
の
徴
収
に
は
、
か
な
り
の
成
果
が
伺
え
る
が
、
公
平

性
と
財
源
確
保
の
た
め
に
更
な
る
努
力
を
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　

歳
出
に
つ
い
て

総
務
費

・
若
桜
鉄
道
協
力
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
利
用
促
進
の
た
め

に
自
治
会
や
各
種
団
体
に
協
力
し
て
頂
く
努
力
を
さ
れ
た

い
。

・
バ
ス
運
行
事
業
は
、
利
用
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
よ
り
よ

い
運
行
に
な
る
よ
う
、
検
討
さ
れ
た
い
。

民
生
費

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向
け
て
は
、
事
務
所
の

設
置
場
所
決
定
が
急
が
れ
る
。
仕
事
に
つ
い
て
は
、
他
の
団

体
等
と
競
合
し
な
い
よ
う
に
、す
み
わ
け
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

・
高
齢
者
等
交
流
拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
有
効
利

用
さ
れ
た
い
。

・
福
祉
事
務
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
研
修
と
体
制
強

化
を
図
ら
れ
た
い
。

衛
生
費

・
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
塵
芥
処
理
場
周

辺
全
体
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

農
業
費

・
獣
肉
処
理
施
設
の
建
設
場
所
は
、
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
規
模
・
運
営
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
に
つ
い
て
精

査
し
実
施
さ
れ
た
い
。

・
特
産
品
開
発
の
諸
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
て

販
路
拡
充
も
図
ら
れ
た
い
。

・
農
業
指
導
専
門
員
は
、
単
な
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
な
く
、
農

業
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

・
緊
急
雇
用
事
業
は
、
将
来
に
つ
な
が
る
技
術
習
得
の
た
め

に
、
単
町
費
で
も
続
け
ら
れ
た
い
。

林
業
費

・
林
業
新
制
度
は
、
山
林
所
有
者
全
体
が
森
林
経
営
計
画
に
参

画
す
る
必
要
が
あ
る
。
森
林
組
合
と
連
携
し
、
徹
底
し
た
指

導
を
さ
れ
た
い
。

商
工
費

・
ま
ち
づ
く
り
は
、
拠
点
的
な
整
備
だ
け
で
な
く
、
全
町
的
に

将
来
構
想
を
策
定
し
、
一
体
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

・
若
桜
町
観
光
開
発
事
業
団
へ
の
指
定
管
理
委
託
料
支
払
い
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
執
行
さ
れ
た
い
。

土
木
費

・
町
営
住
宅
の
改
修
は
、
新
築
を
含
め
た
改
修
計
画
を
明
確
に

さ
れ
た
い
。

消
防
費

・
自
主
防
災
の
た
め
、
自
警
団
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
集
落
の

対
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

教
育
費

・
不
登
校
は
、
子
ど
も
の
将
来
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
に

な
る
。
早
急
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
・
介
護
保
険
事
業

・
病
気
予
防
・
介
護
予
防
は
、
日
々
の
体
力
づ
く
り
、
健
康
維

持
が
必
要
で
あ
る
。
町
民
へ
の
啓
発
・
指
導
を
さ
れ
た
い
。

赤
松
団
地
造
成
事
業

・
赤
松
団
地
の
販
売
促
進
に
つ
い
て
は
、
移
住
定
住
政
策
の
た

め
に
も
プ
レ
ミ
ア
を
付
す
な
ど
検
討
さ
れ
た
い
。

索
道
事
業

・
若
桜
町
観
光
開
発
事
業
団
の
営
業
報
告
に
よ
り
、
氷
ノ
山
関

連
施
設
の
運
営
状
況
を
把
握
さ
れ
、
指
導
さ
れ
た
い
。

予
算
審
査
の
主
な
る
意
見

　議員全員で構成する「予算審査特別委員会」
を設置し、平成24年３月14日から５日間にわた
り、審査しました。

民生費
72,003
23.6％

地方交付税
171,500 
56.2％

衛生費　16,752
5.5％

商工費　10,967
3.6％

消防費　10,784
3.5％

議会費 6,430  2.1％ 予備費 191  0.1％ 繰越金
諸収入
使用料及び手数料
地方消費税交付金
地方譲与税
分担金及び負担金
財産収入
自動車取得税交付金
寄附金

5,405　1.8％
3,946　1.3％
3,683　1.2％
3,094　1.0％
2,577　0.8％
2,476　0.8％
1,430　0.5％
591　0.2％
226　0.1％

総務費
53,869 
17.6％

農林水産業費
37,402
12.3％

教育費
36,373
11.9％

県支出金
32,565 
10.7％

町税
24,975 　8.2％

町債
23,704 　7.8％

公債費
35,154 
11.5％

土木費
25,375
8.3％

国庫支出金
19,911　6.5％

繰入金
9,026  3.0％

一般会計  30億5,300万円 前年度比  ▲1億7,500万円（5.4％減）

【単位：万円】

委員長　　坂本　等
副委員長　山本晴隆

主なる意見を説明する委員長
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
実
行
委
員

会
で
検
討
し
、
東
部
四
町
で
協
議
し
た
い
。

議
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
中
味
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

「
テ
レ
ビ
電
話
を
設
置
し
て
よ
か
っ
た
」
92

％
。「
テ
レ
ビ
電
話
を
利
用
し
て
い
る
」49
％
。

「
利
用
し
て
い
な
い
」
11
％
。「
使
い
方
を
教

え
て
ほ
し
い
」
が
24
％
あ
っ
た
。

30
％
引
き
上
げ
に
な
る
が
、
４
月
に
は
大
々

的
に
広
報
し
た
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
が
増
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
運
営
審
議
会
に
諮
ら
な
い
と

い
け
な
い
。

介
護
保
険
料
増
額
で
、
両
方
上
げ
る
の
は
大

変
だ
と
思
っ
て
い
る
。

自
治
会
長
会
で
申
し
込
み
を
募
り
、
８
件
予

約
が
あ
る
。
明
る
く
、
寿
命
が
長
く
助
か
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

受
診
率
が
増
え
る
よ
う
、
人
間
ド
ッ
ク
の
人

数
を
増
や
し
て
い
る
。
24
年
度
は
休
日
検
診

を
１
日
増
や
し
て
、
実
施
を
考
え
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
に
営
農
指
導
員
が
い
な
い
の
で
、
農
業

普
及
所
の
退
職
者
を
考
え
て
い
る
。
仕
事
の

範
囲
は
、
検
討
し
た
い
。

こ
ん
に
ち
は
移
動
町
長
室
や
行
政
懇
談
会
で

事
業
説
明
を
し
て
い
る
。

町
の
直
接
管
理
で
保
健
所
が
毎
年
検
査
し
、

指
摘
は
受
け
て
い
な
い
。
定
期
的
に
行
い
、

濁
水
の
情
報
で
、
泥
を
清
掃
し
て
い
る
。

解
体
工
事
は
、
補
助
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

耐
震
強
度
も
低
く
、
解
体
す
る
こ
と
が
適
当

と
思
う
。

新
年
度
に
校
舎
を
解
体
し
、
Ｈ
25
年
度
に
給
食

セ
ン
タ
ー
を
若
桜
学
園
敷
地
内
に
建
設
す
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
解
体
と
合
わ
せ
て
、
跡
地
利
用

を
検
討
す
る
。

中
学
校
テ
ニ
ス
部
が
利
用
す
る
。
各
種
大
会

の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
舞
台
が
あ

る
の
で
、
様
々
な
利
用
法
も
考
え
て
い
る
。

管
理
団
体
は
で
き
て
い
な
い
が
、
草
刈
り
等

は
引
き
続
き
行
い
、
ト
イ
レ
設
置
は
今
後
検

討
し
た
い
。
景
観
的
に
も
、
史
跡
が
駅
か
ら

見
え
る
よ
う
に
樹
木
伐
採
を
計
画
し
た
い

が
、
申
請
許
可
が
必
要
で
あ
る
。

結
婚
推
進
事
業
の
結
果
を
も
と
に
、

追
跡
調
査
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。

QA

介
護
保
険
料
の
大
幅
引
き
上
げ

に
伴
い
、広
報
を
徹
底
し
な
い
と

反
響
が
大
き
い
の
で
は
。

QA

Ｌ
Ｅ
Ｄ
事
業
の
予
約
状
況
と
、

替
え
て
良
か
っ
た
と
い
う

情
報
は
あ
る
か
。

A Q
農
業
専
門
員
の
仕
事
は
、何
を

す
る
の
か
。

A Q
若
桜
小
学
校
解
体
に
つ
い
て
は
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
に
残
せ
な
い
か
。

A Q
校
舎
を
壊
し
た
跡
の

将
来
プ
ラ
ン
は
。

A Q
合
併
処
理
浄
化
槽
の
事
業
推
進

は
し
て
い
る
の
か
。

A Q
若
桜
小
学
校
体
育
館
の

利
用
計
画
は
。

A Q
国
民
健
康
保
険
税
は
ど
う
な
る
。

24
年
度
に
、移
動
販
売
車
の
運
行

を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、逆
に

町
営
バ
ス
利
用
者
が
減
る

の
で
は
。

QA

水
源
池
タ
ン
ク
の
管
理
や
、

貯
水
槽
は
、ど
れ
く
ら
い
の

周
期
で
清
掃
し
て
い
る
の
か
。

QA

鬼
ヶ
城
の
保
存
管
理
計
画
で
の
、

遊
歩
道
整
備
・
駐
車
場
周
辺
の

ト
イ
レ
設
置
等
、具
体
的
な

本
年
度
の
取
組
み
は
。

QA

特
定
検
診
の
受
診
率
が
落
ち
て

い
る
。

国
保
加
入
者
全
員
が
受
診
す
る

よ
う
な
手
だ
て
は
。

&&&

婚活の会場となったブルートレイン児童のいなくなった旧小学校

進みつつあるＬＥＤ事業整備の待たれる鬼ヶ城跡
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藤原　源市 議員

中尾　理明 議員

坂本　　等 議員

前住　孝行 議員

上川裕見子 議員

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

質 

問 

者　３月議会定例会の一般質問は、３月16日に行われ、
５人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

中尾　理明 議員

一般質問
Q　

第
９
次
総
合
計
画
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
委
員
任
期

２
年
間
で
審
議
す
る
と
な
っ

て
お
り
、
委
員
会
開
催
計
画

は
６
回
予
定
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
将
来
を
構

想
す
る
重
要
策
定
構
想
プ
ラ

ン
が
３
回
の
審
議
委
員
会
で

専
門
家
を
交
え
て
策
定
さ
れ

た
の
か
。
基
本
構
想
に
「
推

進
し
ま
す
。」「
努
力
し
ま

す
。」
な
ど
、
表
現
の
適
合

性
は
ど
う
か
。
実
施
計
画
書

を
提
出
す
べ
き
で
あ
り
、
基

本
的
な
考
え
方
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

A　

地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
地
方
分
権
推
進
計
画
の

基
本
構
想
は
議
会
議
決
の
義

務
付
け
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
議

決
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

表
現
に
つ
い
て
は
、
施
策

の
方
向
性
で
あ
る
の
で
、
町

主
体
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

「
推
進
し
ま
す
。」
町
主
体
以

外
は
「
促
進
し
ま
す
。」
な

ど
表
現
を
使
い
分
け
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
事
業
に
つ
い
て
は

別
途
を
作
成
し
て
内
部
資
料

と
し
ま
す
。
本
町
の
よ
う
な

財
政
力
の
弱
い
自
治
体
は
毎

年
見
直
し
て
、
弾
力
性
の
あ

る
計
画
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
Q　

ま
ち
づ
く
り
の
将
来

像
と
基
本
目
標
を
明
確
に
う

た
っ
て
い
る
計
画
だ
が
、
全

町
民
に
は
配
布
し
な
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
構
想
説
明
は

「
こ
ん
に
ち
は
移
動
町
長
室
」

等
で
行
な
わ
れ
る
と
は
思
う

が
、
書
面
で
公
表
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
政
策
を
生
か

す
た
め
の
方
針
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

広
報
わ
か
さ
は
も
ち

ろ
ん
、
所
信
表
明
、
予
算
編

成
す
る
と
き
は
し
っ
か
り
と

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
ま
す
。
前
総
合
計
画
に
お

い
て
は
、
約
80
か
ら
90
％
の

計
画
を
実
施
し
ま
し
た
。
町

民
の
皆
さ
ま
に
し
っ
か
り
広

報
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

若
桜
鬼
ケ
城
管
理
計
画

書
が
作
成
さ
れ
、
行
政
と
住

民
が
役
割
を
果
た
し
て
、
整

備
環
境
検
討
委
員
会
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
を
し
て
管
理

す
る
と
文
化
財
保
護
審
議
会

で
決
議
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
様
な
実
態
で
、
実
績
が
あ

る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　
　
　

植
嶋
荘
司
教
育
長

A　

次
の
世
代
に
継
承
す
る

た
め
に
、
２
ヵ
年
か
け
て
策

定
し
た
も
の
で

す
。

　

史
跡
の
範
囲

が
広
大
で
地
権
者

も
大
変
多
い
こ
と

か
ら
、
管
理
体
制

の
構
築
は
重
要
課

題
で
す
。
現
在
保

存
計
画
に
つ
い
て

は
審
議
会
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が

ら
着
実
に
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q　

２
月
12
日
付
新
聞
赤

旗
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
％
自
給
自
治
体
と

し
て
40
番
目
に
若
桜
町

(

１
２
０
・
０
％)

を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
県
内
で
全
国
ラ

ン
キ
ン
グ
さ
れ
た
の
は
若
桜

町
だ
け
で
す
。
町
内
の
水
力

発
電
が
他
の
自
治
体
へ
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

３
月
４
日
の
林
業
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
高
知
県
立
森
林
技

術
セ
ン
タ
ー
の
松
岡
氏
は
、

１
９
９
９
年
県
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
を

発
足
さ
せ
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス(

林
地
残
材
等)

を
ボ
イ

ラ
ー
で
燃
や
し
た
熱
源
を
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
利
用
、
成

功
し
た
事
例
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
96
％
を

占
め
る
広
大
な
林
野
を
も
つ

若
桜
の
林
業
関
連
事
業
＝
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た

産
業
振
興
、
熱
源
活
用
策
等

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
原

発
事
故
後
、
注
目
さ
れ
て
い

る
小
水
力
発
電
や
林
業
副
産

物
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

等
自
然
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　
　

小
林
昌
司
町
長

A　

震
災
以
後
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
抜
本
見
直
し
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
Ｃ
Ｏ

２
排
出
が
少
な
く
、
自
然
破

壊
な
く
、
繰
り
返
し
使
え
、

環
境
に
配
慮
し
た
町
づ
く
り

を
目
指
す
本
町
で
、
積
極
的

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま

す
。
町
と
し
て
身
近
で
可
能

Ｑ Ａ

6

性
の
高
い
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
活
用
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

平
成
20
年
、
地
元
の
間
伐

材
を
地
元
で
製
品
化
す
る
素

材
生
産
共
同
体
の
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
じ

る
林
地
残
材
や
製
材
残
材
が

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
使
え
ま

す
。

　

即
ち
、
乾
燥
材
生
産
の
燃

料
、
余
熱
を
利
用
し
た
農
業

振
興
等
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
24
年
度
に
は
町
内
関
係

者
の
連
携
に
よ
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
活
用
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
モ
デ
ル
事
業
の
検
討

を
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

Q　

町
長
は
自
分
の
初
夢
を

未
来
像
と
し
て
町
民
に
提
唱

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
行
政
内

部
の
連
携
と
民
間
の
支
援
サ

ポ
ー
ト
政
策
を
明
確
に
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。
官
民
一
体

化
す
る
規
則
等
設
置
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
見

解
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

夢
を
実
現
す
る
の
が
町

長
の
仕
事
で
あ
り
ま
す
。
条

例
・
規
則
は
、
住
民
の
自
発

的
活
動
を
足
止
め
す
る
こ
と

に
な
り
必
要
な
い
と
考
え
ま

す
。

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

Q　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
に
よ
る
動

力
と
し
て
、
Ｓ
Ｌ
の
蒸
気
に

応
用
と
か
、
地
元
の
伊
井
野

さ
ん
か
ら
は
、
温
水
プ
ー
ル

の
熱
源
の
提
案
も
あ
り
ま
し

た
が
、
同
様
に
、
ゆ
は
ら
温

泉
等
の
温
水
に
活
用
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
今
か
ら
予
定

す
れ
ば
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

冷
暖
房
に
活
用
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
町
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で

す
。
山
の
倒
木
、
間
伐
時
の

雑
木
の
搬
送
、
製

材
の
お
が
屑
等
の

利
用
、
関
連
製
品

の
木
材
チ
ッ
プ
、

ペ
レ
ッ
ト
の
確
保

等
、
生
産
・
供
給
・

需
要
の
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度

か
ら
広
い
単
位
で

の
森
林
整
備
支
援

制
度
が
始
ま
り
ま

す
。
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
と
の
相
乗
効

果
も
あ
り
、
今
が
好
機
だ
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

こ
の
取
り
組
み
は
、
若

桜
が
一
番
だ
と
県
も
言
っ
て

お
ら
れ
、
力
を
入
れ
ま
す
。

田
村
裕
之
産
業
観
光
課
参
事

　

林
業
再
生
の
メ
イ
ン
は
木

材
で
す
が
、
使
わ
れ
て
な
い

部
分
材
を
有
効
活
用
し
、
町

民
の
所
得
向
上
、
町
民
の
暮

ら
し
や
す
さ
に
つ
な
げ
た
い

と
い
う
の
が
夢
で
す
。
そ
の

一
歩
と
し
て
、
先
程
紹
介
さ

れ
た
事
業
を
勉
強
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
そ
の
他
、「
景
観
町
づ
く

り
」「
低
空
飛
行
訓
練
」
に

つ
い
て
質
問
を
さ
れ
ま
し

た
。

温泉プールのボイラー室視察

総合計画

計
画
の
明
確
化
と
周
知
は

し
っ
か
り
広
報
し
て
い
く

若桜鬼ヶ城

保
存
管
理
は

審
議
会
と
推
進

観光客誘致の原動力へ！

木質バイオマス

「
自
然
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

活
用
旺
盛
に
！

活
用
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る

藤原　源市 議員

産業・観光政策

官
民
一
体
化
の

規
則
設
置
は

必
要
と
し
な
い
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Q　

①
林
業
新
制
度
の
活
用

に
は
森
林
経
営
計
画
の
作
成

が
必
須
要
件
で
す
。
林
家
に

出
向
い
て
ひ
ざ
詰
め
談
判
す

る
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

②
本
町
森
林
整
備
計
画
の
構

成
、
概
要
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

小
林
昌
司
町
長

A　

①
町
職
員
を
准
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
（
林
業
経
営
指
導
の

専
門
家
）
と
し
て
育
成
し
、

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
助

言
指
導
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

②
森
林
関
連
施
策
の
方
向

や
、
伐
採
、
造
林
等
の
森
林

施
業
に
関
す
る
指
針
等
を
定

め
る
も
の
で
、
５
年
毎
に
作

成
す
る
計
画
で
す
。

特
色
の
あ
る
事
項
３
点
。

・
森
林
を
、
水
源
涵
養
、
災

害
防
止
、
木
材
の
生
産
機
能

維
持
に
仕
分
け
る
。

・
国
有
林
、
森
林
総
合
研
究

所
契
約
造
林
、
町
有
林
の
３

者
が
団
地
的
に
低
コ
ス
ト
林

業
を
検
討
す
る
民
国
連
携
。

Q　

若
桜
大
祭
で
は
、
神
輿

を
下
げ
て
電
線
を
交
わ
し
ま

す
。
ま
た
、
屋
根
の
雪
下
ろ

し
で
も
邪
魔
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
観
光
面
で
も
、

若
桜
の
す
ば
ら
し
い
ま
ち
並

み
を
す
っ
き
り
と
見
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

A　

中
電
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
負

担
金
を
取
っ
て
事
業
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
事

業
費
が
高
額
に
な
り
、
困
難

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
将
来
的
に
は
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

雪
下
ろ
し
補
助
は
、
豪

雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た

と
き
だ
け
で
す
が
、
山
間
地

の
集
落
の
こ
と
も
考
え
て
も

ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
な
と

思
い
ま
す
が
。

小
林
町
長

A　

対
策
本
部
設
置
前
に

４
、５
人
の
方
か
ら
雪
下
ろ

し
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

私
も
補
助
の
対
象
期
間
を
限

定
し
な
い
方
が
よ
り
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
、新
年
度
か
ら
は
、

対
策
本
部
設
置
期
間
に
限
ら

な
い
よ
う
に
、
支
援
制
度
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　

過
去
３
シ
ー
ズ
ン
の
若

桜
町
内
小
中
学
生
シ
ー
ズ
ン

券
購
入
件
数
に
つ
い
て
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

植
嶋
荘
司
教
育
長

A　

過
去
３
ヶ
年
間
、
す
べ

て
小
学
生
で
、
中
学
生
に
よ

る
贈
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎

年
１
枚
、
１
件
ず
つ
で
す
。

Q　

地
元
学
生
の
シ
ー
ズ
ン

券
半
減
免
に
つ
い
て
、
教
育

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

Ｑ
Ａ一般質問 Ｑ

Ａ一般質問

植
嶋
教
育
長

A　

地
元
の
小
中
学
生
に

は
、
自
然
豊
か
な
ス
キ
ー
環

境
を
提
供
し
、
ス
キ
ー
の
楽

し
さ
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
、
心
身
と
も
に
健

全
に
育
っ
て
も
ら
う
意
味
で

も
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
検
討
で
き
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
そ
の
他
、「
町
営
駐
車
場

整
備
」「
桜
の
名
所
づ
く

り
」「
施
政
方
針
に
つ
い
て
」

の
質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
の
対
応
状
況

氷
ノ
山
ス
キ
ー
場

・
イ
ヌ
ワ
シ
・
ス
ノ
ー
ピ
ア

の
ア
ク
セ
ス
道
→
完
成

・
駐
車
場
か
ら
ス
ノ
ー
ピ
ア

の
入
り
口
ま
で
の
歩
道
→

対
応
済
み

・
駐
車
場
か
ら
ア
ル
パ
イ
ン

ま
で
の
流
雪
溝
と
機
械
除

雪
→
対
応
済
み

屋
堂
羅

・
屋
堂
羅
川
稗
田
山
ノ
神
橋

付
近
護
岸
基
礎
復
旧

　

→
３
月
末
完
成

・
畑
下
付
近
の
護
岸
の
嵩
上

げ
及
び
河
床
掘
削
、
中
村

地
区
の
急
傾
斜
対
策

　

→
引
き
続
き
県
に
要
望

・
移
動
通
信
用
鉄
塔
整
備
に

伴
う
管
理
道
路
の
町
道
編

入
→
鉄
塔
道
路
の
管
理
道

と
し
て
管
理

・
屋
堂
羅
神
護
地
区
の
山
斜

面
町
道
に
接
す
る
部
分
の

土
砂
防
止
網
の
設
置
→
引

き
続
き
県
に
要
望

香
田

・
上
水
道
設
置
（
防
火
水
槽

の
整
備
）
を
求
め
る
→
基

本
計
画
案
を
作
成
中

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の

有
効
活
用
。

Q　

①
平
成
23
年
度
の
実
績

見
込
み
と
、
24
年
度
の
経
営

方
針
を
伺
い
ま
す
。

②
経
営
改
善
の
た
め
の
組
織

体
制
強
化
に
つ
い
て
所
見
を

伺
う
。
社
長
を
常
勤
に
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

①
４
３
０
万
円
の
赤
字

決
算
で
す
。
要
因
は
、
農
作

業
受
託
と
雑
穀
の
栽
培

事
業
の
大
幅
な
落
ち
込

み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
経
費

の
削
減
を
図
る
こ
と
、

利
用
権
設
定
３
ha
を
目

標
に
し
、
米
作
り
に
力

を
入
れ
た
い
と
考
え
ま

す
。

②
人
員
を
削
減
し
、
課

長
に
も
現
場
に
出
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
Q　

公
金
の
効
率
運
用
と
、

支
払
日
が
毎
月
５
，
15
，
25

日
で
す
が
、
通
年
支
払
い
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

平
家
会
計
管
理
者

A　

歳
計
現
金
は
、
町
内
金

融
機
関
に
期
日
指
定
の
定
期

預
金
へ
。
約
16
億
円
の
基
金

は
全
て
定
期
預
金
と
し
て
運

用
。
預
託
先
は
利
率
の
入
札

で
決
め
て
い
ま
す
。
一
時
借

入
は
、
早
い
時
点
で
返
済
し

て
い
ま
す
。

　

支
払
い
に
は
、口
座
振
替
、

納
付
書
払
い
、
窓
口
払
い
が

あ
り
、
支
払
日
を
定
め
て
お

く
方
が
効
率
的
で
、
町
民
の

皆
様
、
取
引
業
者
か
ら
も
理

解
を
得
て
い
ま
す
。

　
Q　

住
民
税
の
動
向
は
、
地

域
経
済
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
個

人
町
民
税
の
積
算
の
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。

要間伐林（吉川ヘンブ谷）

小
林
町
長

A　

所
得
金
額
と
納
税
義
務

者
が
減
少
し
て
お
り
、
落
ち

込
み
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

年
金
所
得
（
６
億
円
）
は
こ

こ
４
～
５
年
は
大
き
な
変

動
は
無
い
が
、
給
与
所
得

（
27
億
円
）
に
か
な
り
の
変

動
が
あ
り
、
前
年
度
比
５
％

減
で
積
算
し
て
い
ま
す
。

　
Q　

役
場
庁
舎
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
診
断
の
結
果
、

Ｉ
ｓ
値
（
耐
震
診
断
の
基

準
）
が
０
・
３
以
下
の
場
合
、

補
強
工
事
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

診
断
結
果
で
方
向
性
を

判
断
し
た
い
。
補
強
工
事
に

は
３
～
４
億
円
。
建
て
替
え

に
は
５
億
円
は
必
要
で
す
。

林業新制度

林
家
へ
の
啓
発
は

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
育
成

雪下ろし補助

対
策
本
部
設
置

時
の
み
？

支
援
制
度
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る

特色ある施策

地
元
学
生
の
シ
ー

ズ
ン
券
半
額
へ
！

検
討
で
き
た
ら
と

（有）農林振興

経
営
改
善
を

経
費
節
減
と米作

り

支払日

通
年
払
い
に

口
座
振
替
・
納
付

書
払
い
を
推
進

電線の埋設

す
っ
き
り
し
て
は
？

事
業
費
高
額
で
困
難

危険を伴う屋根の雪おろし

庁舎耐震診断

Ｉ
ｓ
値
が
低
い

場
合
、
補
強
を

工
事
に
数
億
円

か
か
る
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（
平
成
24
年
２
月
21
日
）

（
平
成
24
年
２
月
21
日
）

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

広
報
コ
ン
ク
ー
ル 

表
彰

広
報
コ
ン
ク
ー
ル 

表
彰

第
19
回
鳥
取
県
町
村
議
会

第
19
回
鳥
取
県
町
村
議
会

坂 本 　 等
中 尾 　 理 明
中 村 　 敏 明
山 本 　 晴 隆
藤 原 　 源 市

総 務 課
企画財政課
産業観光課
税 務 課

所 管 課 所 管 課

〈総務産業常任委員会〉
奈羅尾寿夫
川上　　守
上川裕見子
前住　孝行
岡本　和廣

川上 　 守
中尾　理明
坂本 　 等
奈羅尾寿夫

〈議会運営委員会〉

〈特別委員会〉

町 民 福 祉 課
町 土 整 備 課
教育委員会事務局

〈教育民生常任委員会〉
◎
○

◎
○

◎
○

議会委員会構成

（ ◎委員長、○副委員長）

・公共交通調査特別委員会…全議員
・氷ノ山公共施設調査特別委員会…全議員
・小中一貫校調査特別委員会…全議員
・議会だより調査特別委員会
 　◎前住孝行、 ○中村敏明、 奈羅尾寿夫、 山本晴隆

改選

努
力
賞

審査広報紙第136号

平成24年３月10日

上川裕見子 議員

Q　

酸
性
雨
や
黄
砂
の
飛

来
、
山
の
荒
廃
等
で
夕
立
が

来
れ
ば
す
ぐ
に
川
が
濁
る
、

住
民
の
高
齢
化
に
よ
り
水
源

地
の
管
理
が
大
変
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
な
ど
、
自
然

環
境
や
社
会
情
勢
が
変
化
し

て
い
る
な
か
、
若
桜
地
区
簡

易
水
道
の
水
源
地
で
は
、
砂

洗
い
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
作
業
が
、
こ
れ
か

ら
先
も
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
と
心
配
す
る
声

が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
に
よ
り
、
水
源
の
川

が
壊
さ
れ
る
こ
と
も
近
年
続

き
ま
し
た
。
よ
り
容
易
に
維

持
管
理
を
す
る
た
め
に
も
、

取
水
の
谷
水
を
、
地
下
水
を

利
用
す
る
方
法
へ
転
換
し
て

は
と
考
え
ま
す
が
、
ご
所
見

を
伺
い
ま
す
。

　

小
林
昌
司
町
長

A　

若
桜
地
区
簡
易
水
道
の

水
源
は
４
ヶ
所
で
表
流
水
利

用
水
源
２
ヶ
所
、
地
下
水
利

用
水
源
２
ヶ
所
で
す
。
表
流

水
の
利
点
は
、
水
量
調
整
で

き
断
水
の
心
配
が
少
な
い
こ

と
、
欠
点
は
、
緩
速
ろ
過
の

た
め
砂
洗
い
が
必
要
で
、
日

常
の
維
持
管
理
が
大
変
な
こ

と
、
地
下
水
の
利
点
は
、
安

定
し
た
水
質
の
水
を
安
定
的

に
供
給
で
き
る
こ
と
、
欠
点

は
、
断
水
の
恐
れ
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
老
朽
化
し
た
施
設
の

水
源
改
良
に
向
け
て
、
三
倉

川
で
水
量
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
結
果
を
踏
ま
え
水
源
問

題
も
絡
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
Q　

人
口
が
少
な
く
な
る
と

工
事
費
の
負
担
も
大
き
く
な

り
ま
す
。
ボ
ー
リ
ン
グ
よ
り

機
械
掘
り
が
安
価
で
水
量
確

保
も
可
能
な
よ
う
で
す
の

で
、
工
事
の
内
容
も
今
か
ら

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り

安
く
よ
り
安
全
に
水
量
を
確

保
で
き
る
方
法
の
研
究
を
重

ね
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
い

か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

水
道
関
係
に
つ
い
て

は
、
非
常
に
遅
れ
て
お
り
、

料
金
の
問
題
、
水
源
の
改
良

な
ど
、
課
題
解
決
に
向
け
計

画
的
に
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Q　

水
に
は
軟
水
と
硬
水
が

あ
り
、
若
桜
の
水
は
軟
水
で

お
い
し
い
と
の
資
料
が
あ
り

ま
す
。
氷
ノ
山
の
向
こ
う
側

養
父
町
で
採
取
さ
れ
た
硬
度

78
の
水
が
、
ア
マ
ゾ
ン
や
楽

天
市
場
で
販
売
さ
れ
て
お
り

品
切
れ
状
態
で
す
。
本
町
も

水
を
生
業
の
事
業
と
し
て
活

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
お

伺
い
し
ま
す
。

小
林
町
長

A　

氷
ノ
山
の

水
を
飲
料
水
と

し
て
販
売
し

た
い
と
の
こ
と

で
、
６
、７
社

が
来
町
さ
れ
ま

し
た
が
、
事
業

化
す
る
た
め
に

は
現
在
氷
ノ
山

の
湧
水
を
利
用

し
て
い
る
施
設

へ
の
影
響
の
有

無
や
施
設
の
製

造
工
場
等
の
用

地
確
保
な
ど
の

問
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
飲
料
水
製
造

会
社
の
誘
致
が
で
き
れ
ば
雇

用
の
場
も
生
ま
れ
ま
す
の

で
、
今
後
も
そ
う
し
た
お
話

が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

若
桜
宿
内
の
グ
レ
ー
チ

ン
グ
で
覆
わ
れ
た
水
路
を
残

念
が
ら
れ
る
観
光
客
が
お
ら

れ
ま
す
。
一
部
区
画
で
も
モ

デ
ル
的
に
景
観
に
配
慮
し
た

水
路
改
修
を
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

小
林
町
長

A　

若
桜
宿
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
中
心
と
な
っ
て
具
体

的
に
景
観
に
配
慮
し
た
水
路

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
協
議

さ
れ
、
県
や
住
民
の
ご
協
力

が
い
た
だ
け
れ
ば
、
一
部
で

も
施
工
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
そ
の
他
、「
年
末
年
始
の

公
共
交
通
対
策
と
対
応
」
に

つ
い
て
の
質
問
を
さ
れ
ま
し

た
。

Ｑ
Ａ一般質問
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安全な水供給

地
下
水
利
用
の
方
向
へ

調
査
結
果
か
ら
検
討
を

清流とイヌフグリ
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第
一
回
臨
時
会

◆
若
桜
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正◆
住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
公
務
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書

　

地
域
主
権
改
革
は
、
地
域
の
こ
と
を
住
民

が
決
め
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
災
害
等
の
発

生
時
に
は
、国
の
出
先
機
関
は
必
要
で
あ
り
、

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
体
制
・

機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

◆
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る

基
本
法(

仮
称)｣

の
法
制
化
を
求
め
る

意
見
書

　

精
神
医
療
改
革
、
精
神
保
健
改
革
、
家
族

支
援
の
三
つ
を
軸
と
し
て
、
国
民
す
べ
て
を

対
象
と
し
た
、
総
合
的
、
長
期
的
な
政
策
を

保
障
す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す

る
基
本
法(

仮
称)｣

の
制
定
を
強
く
求
め
る
。

議
員
提
出
議
案

・
介
護
保
険
事
業
（
第
４
号
）

　

３
６
４
万
円
追
加
し
、
総
額
５
億
３
７
１

１
万
円
と
し
た
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
（
第
２
号
）

　

24
万
円
を
追
加
し
、
総
額
５
１
７
７
万
円

と
し
た
。

・
簡
易
水
道
事
業
（
第
６
号
）

　

１
６
６
万
円
を
追
加
し
、
総
額

９
１
４
４
万
円
と
し
た
。

・
財
産
区
造
林
事
業
（
第
２
号
）　　
　
　

　

３
４
３
万
円
を
減
額
し
、
総
額
２
０
８
万

円
と
し
た
。

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
（
第
１
号
）

　

85
万
円
を
減
額
し
、
総
額
１
３
４
万
円
と

し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

植
島
荘
司
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
町

長
よ
り
高
木
政
寛
氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出

さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
Ｈ
24
・
４
・
２
～Ｈ

24
・
９
・
30

人 

事

の
そ

他
◆
第
９
次
若
桜
町
総
合
計
画
の
策
定

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ド
リ
ー
ミ
ー
）

　

社
会
福
祉
法
人
若
桜
町
社
会
福
祉
協
議
会

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
。

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
若

桜
町
氷
ノ
山
関
連
施
設
）　

財
団
法
人
若
桜
町
観
光
事
業
団
を
指
定
管
理

者
と
し
て
指
定
す
る
。

◆
若
桜
町
と
鳥
取
県
と
の
間
の
職
員
の

研
修
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る

規
約
の
変
更

◆
鳥
取
と
若
桜
町
と
の
定
住
自
立
政
策

圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定

平成24年度第2回
若桜町議会定例会は、３

月８日に招集され、条例・予
算・人事等、町長から提出さ
れた46議案、議員提出議案４
議案を慎重審議の結果、原

案どおり可決し、３月26
日に閉会しました。

三
月
議
会
定
例
会
提
出
議
案

例
条

算
予

◆
若
桜
町
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の
制
定

　

福
祉
・
保
健
に
関
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

生
活
保
護
等
が
本
町
に
お
い
て
完
結
で
き
る

体
制
を
整
え
る
条
例
。　

　
◆
若
桜
鉄
道
株
式
会
社
に
対
す
る
町
民

税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◆
若
桜
町
高
齢
者
等
交
流
拠
点
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

吉
川
分
校
を
改
修
し
た
交
流
拠
点
施
設
の

管
理
運
営
事
項
の
定
め
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
充
実
へ
!!

◆
若
桜
町
索
道
基
金
条
例
の
制
定　
　
　

　

若
桜
町
索
道
事
業
特
別
会
計
に
お
け
る
利

益
剰
余
金
は
、
索
道
関
係
施
設
等
の
維
持
、

向
上
を
図
る
た
め
、
若
桜
町
索
道
基
金
を
設

置
し
、
繰
り
入
れ
る
。

◆
若
桜
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

　

町
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

平
穏
な
町
民
生
活
の
確
保
及
び
社
会
経
済
活

動
発
展
の
た
め
に
制
定
す
る
。

◆
若
桜
町
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
移
動
通
信
用
鉄
塔
設
置
に

よ
り
広
留
野
基
地
局
開
設
に
伴
う
改
正
。

◆
若
桜
町
営
バ
ス
の
管
理
及
び
運
行
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

若
桜
学
園
前
バ
ス
停
新
設
に
伴
う
改
正
。

　
　◆

若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
若
桜
町
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

高
齢
者
交
流
拠
点
施
設
設
置
に
伴
う
関
係

条
例
の
改
正
。

　
◆
若
桜
町
立
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

中
原
分
館
の
名
称
変
更
と
社
会
教
育
法
改

正
に
伴
う
改
正
。

◆
若
桜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ

　

月
額　

４
１
３
３
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

　
　
　
　

５
３
８
０
円

　
◆
若
桜
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

公
営
住
宅
法
の
改
正
に
よ
り
、
町
営
住
宅

入
居
資
格
等
の
改
正
。

　
◆
若
桜
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

女
性
消
防
団
員
の
創
設
に
よ
る
改
正
。

○
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

○
平
成
24
年
度
特
別
会
計
予
算(

10
事
業)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

( 

第
６
号 )

　

６
１
８
万
円
を
減
額
し
、
総
額
35
億
５
９

４
２
万
円
と
し
た
。

 

主
な
歳
入

　

地
方
交
付
税 

３
５
０
０
万
円

　

地
方
消
費
税
交
付
金 

▲
２
０
３
万
円

　

県
支
出
金 

▲
２
３
４
９
万
円

　

町
債 

▲
２
９
１
０
万
円

 

主
な
歳
出

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

 

１
９
０
９
万
円

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

 

２
１
１
万
円

　

観
光
事
業
費 

１
４
１
１
万
円

　

道
路
維
持
費 

８
６
７
万
円

　

災
害
対
策
事
業 

▲
４
１
８
万
円

○
平
成
23
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

・
国
民
健
康
保
険
事
業
（
第
４
号
）

　

４
９
３
万
円
を
減
額
し
、
総
額
５
億

２
６
１
５
万
円
と
し
た
。

平
成
24
年
２
月
29
日

　

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

議　

案

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結

工
事
名　
　

若
桜
町
立
小
中
一
貫
校
整
備
工
事

工
事
場
所　

若
桜
町
大
字
浅
井
２
８
９
番
地

契
約
の
相
手
方

　
　
　

鳥
取
市
秋
里
３
３
５
番
地

　
　
　

八
幡
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役　
　

玉　

木　

裕　

一

契
約
金
額

変
更
前　
　

２
６
４
，
７
１
５
，
５
０
０
円

変
更
後　
　

２
７
０
，
０
４
１
，
１
０
０
円

◆
地
域
医
療
と
国
立
病
院
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書

　

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
、
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
は
住
民
の
願
い
で
す
。
地
域
医
療
と

国
立
病
院
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
、
必
要

な
予
算
を
確
保
し
、
医
師
・
看
護
師
等
人
員

の
確
保
も
必
要
で
あ
る
。

にぎわう竣工式

若桜学園校章

高　木　政　寛さん
（農人町）
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番　　号 受理年月日 件　　名 陳情者等 付託委員会名 審査結果

陳　情
第17号

平成23年
11月30日

最低保障年金制度の実施を求め
る陳情

全日本年金者組合
鳥取県本部　東部支部

　支部長　市谷　尚三

教 育 民 生
常任委員会

趣 旨 採 択

陳　情
第18号

11月30日
無年金・低年金者への基礎年金
国庫負担分３. ３万円の支給を
求める陳情

全日本年金者組合
鳥取県本部　東部支部

　支部長　市谷　尚三

教 育 民 生
常任委員会

不 採 択

陳　情
第１号

平成24年
1月11日

｢こころの健康を守り推進する
基本法(仮称)｣ の法制化を求め
る意見書提出に関する陳情書

鳥取県精神障害者家族会連
合会　　 会長　濵﨑　智熙
八頭ひかる会

　会長　田渕　眞司

教 育 民 生
常任委員会

採 択

陳　情
第２号

1月25日
林道糸白見線(国有林林道)の町
道併用協定締結と路面舗装につ
いての陳情書

糸白見自治会
　会長　藪田　薫則

総 務 産 業
常任委員会

不 採 択

陳　情
第３号

2月20日
国民医療と国立病院の充実強化
に関する陳情書

全日本国立医療労働組合
鳥取医療センター支部

　支部長　杉谷　達恵

教 育 民 生
常任委員会

採 択

陳　情
第４号

2月20日
住民の安全･安心を支える公務･
公共サービスの体制･機能の充
実を求める陳情書

鳥取県国家公務員労働組合
共闘会議

　議長　下田　陽司

総 務 産 業
常任委員会

採 択

陳　情
第５号

2月27日
障害者総合福祉法(仮称)の制定
を求める陳情

鳥取県ろうあ団体連合会
　会長　荻原　耕三、他

教 育 民 生
常任委員会

継 続 審 査

陳　情
第６号

2月27日
｢社会保障と税の一体改革｣ に反
対する意見書提出を求める陳情

全日本年金者組合
　鳥取県東部支部
　　支部長　市谷　尚三

教 育 民 生
常任委員会

不 採 択

陳　情
第７号

2月27日
公的年金の改悪（引き下げ）に反
対する意見書提出を求める陳情

全日本年金者組合
　鳥取県東部支部
　　支部長　市谷　尚三

教 育 民 生
常任委員会

不 採 択

WAKASA

請願
陳情

請願・陳情は、町民の皆様が町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる
制度です。議長宛に議会事務局へ提出してください。提出された請願・陳情は関係の常任
委員会で審査の上、本会議で採決し、採択された請願・陳情は行政に生かされます。
詳しくは、議会事務局（☎８２－２２１２）にお問い合わせください。

請願・陳情書審査結果　

３月議会定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重な審査の結果、次のとおり決定しました。

委 員 会 活 動 報 告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

2月21日

町民福祉課

Ｑ

Ｑ

施策として、予防に重点を置いては。

在宅支援についての意見は。

集落のサロンを充実していく。現在、吉
川、中原、諸鹿の３箇所で行っているが、
転倒予防にも重点を置きたい。

Ａ

教育委員会

積雪により、土がおさまらなくて苦慮し
ている。遊具は、除雪をして工事をして
いる。繰越をお願いすることになるかも
しれない。

Ａ

Ｑ
24時間対応は、人員体制の問題もある。
必要なことだが、現実に施設もない若桜
町の状況では難しい。

Ａ

第５期介護保険料の改定

○介護保険料計画策定委員会
　　　　　　２回開催（12/ １、１/31）
○高齢者人口が1,541人（39.5％）
○相談事業、保健予防事業などふれあい
サロンの推進を進めていきたい。
○保険料は5,380円を計画している。

説明 ○若桜学園の周辺事業
　（バス停、遊具、花壇等）

説明

バスの回し場等は、順調にいっているか。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

八頭中央森林組合若桜事業所・㈲若桜農林振興との意見交換

八頭中央森林組合

Ｑ 集落への今後の啓発活動は。

何回も出向いて、説明しようと考えている。Ａ

1月25日

現在、道の駅等５ヶ所に販売委託し、さ
らに販路開拓もしている。Ａ

Ｑ 味工房で加工品の製作をしているが、
販売状況は。

Ｑ 補助金の対象者は。

経営計画を立てた人が対象になる。Ａ

㈲若桜農林振興

畑作は難しく、休耕田を借り上げて水稲
栽培を考えている。Ａ

Ｑ 今後の農林振興の改革は？

３月６日 H23年度３月補正予算
H24年度予算説明

土の収まりが待たれるバス廻し場（４/ ２撮影）

新しい森林整備支援制度は森林経営計画
を立て、森林所有者と長期委託計画を結
び、施業しなくてはならない。

説明 林業部門の廃止と農業部門の受託が減
り、収支は苦しい。社長自身、非常勤で
あり、職員の把握もむずかしい。

説明

３月５日 H23年度３月補正予算
H24年度予算説明

森林組合・農林振興事務所
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若
桜
の
住
民
に
な
っ
て

　

若
桜
に
住
ん
で
、
13
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
住
ん
で
驚
い
た

の
は
、
中
高
年
パ
ワ
ー
の
凄
さ

と
、
若
い
人
た
ち
の
お
と
な
し

さ
で
す
。
将
来
を
見
据
え
、
こ

の
地
で
生
活
し
た
い
と
思
え
る

町
に
し
て
行
く
た
め
に
、
若
者

三島るみ子さん
（屋堂羅）

自
身
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
我
々
、
中
高
年
は
老

婆
心
か
ら
か
、
つ
い
若
い
人

た
ち
の
冒
険
心
を
抑
え
が
ち

に
な
り
ま
す
が
、
失
敗
し
た

時
に
我
々
、
年
長
者
が
力
を

貸
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
春
か
ら
小
中

一
貫
校
が
開
校
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
新
校
舎

で
の
生
活
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
国

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害

に
遭
う
事
件
・
事
故
が
多
発

し
て
い
る
中
、
保
護
者
に

と
っ
て
は
通
学
路
等
に
不
安

が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
マ
の
セ

リ
フ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

「
事
件
は
現
場
で
起
き
て
い

る
」
の
で
す
。
机
の
上
で
の

取
り
組
み
で
な
く
、
通
学
路

を
歩
い
て
見
て
、
道
路
の
整

備
や
危
険
箇
所
の
対
策
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・

安
全
な
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

若
桜
の
魅
力

　

若
桜
に
来
て
感
じ
た
事
、
そ

れ
は
…
…

　

手
つ
か
ず
の
大
自
然
が
沢

山
あ
り
、
多
く
の
歴
史
と
文
化

が
住
民
の
方
々
に
よ
っ
て
大

切
に
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た

町
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

わ
か
さ
氷
ノ
山
に
は

３
６
０
度
に
広
が
る
大
自
然

椿　登志夫さん
（西町）

　

議
会
の
委
員
会
構
成
が
変
わ

り
、
初
心
を
思
い
出
し
て
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
議
会

活
動
を
よ
り
活
発
化
さ
せ
る
た

め
に
、
常
任
委
員
会
の
充
実
を

確
認
し
、
議
会
報
告
会
等
で
出

た
ご
意
見
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

検
討
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

今
後
協
議
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
関
連
す
る
課
を
複
数
来
て
も

ら
い
、
よ
り
よ
い
提
案
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
各
課
の

連
携
を
」
と
言
う
だ
け
で
な
く
、

そ
う
い
っ
た
場
を
設
け
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
活
性

化
す
る
議
会
に
も
注
目
し
て
く

だ
さ
い
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
も
三

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
専
門
用

語
等
の
注
釈
な
ど
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
・

ご
感
想
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

議　
　

長　
　

岡
本　

和
葊

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

 

委
員
長　
　

前
住　

孝
行

 

副
委
員
長　
　

中
村　

敏
明

 

委　
　

員　
　

奈
羅
尾
寿
夫

 

委　
　

員　
　

山
本　

晴
隆
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の
パ
ノ
ラ
マ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

施
設
が
沢
山
あ
り
、
鬼
ヶ
城
に
は

宿
場
町
を
見
お
ろ
す
眺
め
や
破
城

し
た
石
垣
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
弁
天
さ
ん
で
は
「
境
内

は
幽
邃
閑
雅
に
し
て
、
こ
の
地
を

踏
め
ば
霊
気
に
触
れ
、
心
身
自
ら

澄
み
、霊
妙
な
る
神
徳
に
帰
す
る
」

と
い
わ
れ
る
と
お
り
神
秘
的
な
空

間
が
残
さ
れ
、
平
経
盛
隠
棲
の
洞

窟
で
は
、
幾
重
に
も
重
な
り
合
う

洞
穴
に
経
盛
が
隠
れ
す
ん
だ
と
い

う
伝
説
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
内
を
散
策
す
れ
ば
、

カ
リ
ヤ
通
り
の
水
路
を
流
れ
る
水

の
音
や
、
Ｃ
12
型
蒸
気
機
関
車
の

汽
笛
の
音
が
山
々
に
響
き
わ
た
る

音
は
、
若
桜
で
し
か
聞
け
な
い
Ｂ

Ｇ
Ｍ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
旅
行
ス
タ
イ
ル
も
多
様

化
し
、
自
然
や
歴
史
を
訪
ね
る
旅

行
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
若
桜
に
は
旅

行
者
の
求
め
る
観
光
素
材

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
の

魅
力
あ
る
素
材
を
活
か
し

た
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
多

く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
今
後
も
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


